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農事組合法人 山室　代表理事 大塚治男さんと組合員の皆さん
（向かって右から２番目が代表理事の大塚治男さん、左右は組合員の皆さん）

“�農業を手段として各組織と連携し、中山間地域の
維持存続に取組む”

　伊那市高遠山室集落は、条件不利地域でありながら、平成７年度に
中山間地域総合整備事業によるほ場整備を行い、これをきっかけに、
当時の農業改良普及センターやJAのアドバイスを受けて、法人設立
の準備を進め、平成17年10月に「農事組合法人 山室」を設立。 
　法人では、農地貸借や作業受委託による水稲や野菜の生産、市民農
園（ふれあい農園）を開設。さらには法人産の酒米を使った地酒を地
元酒造会社と商品化するなど地域資源の活用及び様々な団体・組織と
連携することで、農地の維持保全・地域経済の活性化に貢献してい
る。これらの活動が評価され、平成29年度農林水産省「豊かな村づ
くり全国表彰事業」農林水産大臣賞を受賞している。

農事組合法人　山室	 伊那市高遠山室

●
認
定
農
業
者
　「
（農）
山
室
」

●�

県
・
地
域
の
動
き
　「
農
福
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
ほ
か

●�

農
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー
　「
農
業
者
の
経
営
継
承
に
つ
い
て
」

●�

支
援
の
窓
　「
農
地
域
計
画
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
・
実

践
等
に
活
用
で
き
る
支
援
策
に
つ
い
て
」
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認
定
農
業
者　
「
農
事
組
合
法
人
」
山
室

　
中
山
間
地
域
で
あ
る
伊
那
市
高

遠
山
室
地
域
で
、
生
産
性
や
共
同

の
利
益
を
向
上
さ
せ
る
と
共
に
、

他
の
組
織
と
の
連
携
に
よ
り
農
事

組
合
の
発
展
だ
け
で
な
く
、
地
域

社
会
全
体
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
を

目
指
し
、
地
域
活
性
化
に
取
組
む

農
事
組
合
法
人
山
室
を
紹
介
し
ま

す
。

集
落
営
農
組
合
法
人
、
立

上
げ
の
経
過

　
山
室
地
区
は
、
伊
那
市
の
東
部

に
位
置
し
、
三
峰
川
の
支
流
で
あ

る
山
室
川
に
沿
っ
て
長
く
伸
び
る

美
し
い
棚
田
を
有
し
て
い
る
中
山

間
地
域
で
す
。

　
し
か
し
、
高
齢
化
、
担
い
手
の

減
少
、
小
区
画
・
不
整
形
の
圃
場

な
ど
の
課
題
か
ら
耕
作
放
棄
が
増

加
し
た
こ
と
に
対
応
す
る
た
め
、

Ｈ
七
年
～
一
一
年
に
圃
場
整
備
事

業
の
実
施
に
取
組
む
等
、
農
地
維

持
の
た
め
の
活
動
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
担
い
手
の
減
少
等
、
地
区

内
の
農
村
存
続
に
は
多
く
の
課
題

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
危
機
感
を
持
っ
た

地
域
有
志
が
、
対
応
策
を
模
索
す

る
た
め
に
、
自
主
的
に
農
家
全
戸

へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
「
農
用
地
の
維
持
管
理
を

個
人
で
は
な
く
営
農
組
織
で
実
施

す
る
」
と
い
う
方
向
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

具
体
的
な
組
織
の
在
り
方
に
つ
い

て
検
討
が
行
わ
れ
、
平
成
一
七
年

に
「
農
事
組
合
法
人 

山
室
」
が

設
立
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

農
業
経
営
の
概
況

⑴
法
人
の
組
織
体
制

　
設
立
当
初
の
法
人
は
、
理
事
五

名
（
代
表
理
事
一
名
、
総
務
担
当

一
名
、
営
農
担
当
一
名
、
機
械
担

当
一
名
、
財
務
担
当
一
名
）、
監

事
二
名
に
よ
り
組
織
さ
れ
、
先
祖

か
ら
受
け
継
い
だ
農
地
・
農
業
を

守
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
な

が
ら
、
農
業
を
通
じ
て
地
域
活
性

化
に
繋
が
る
各
種
取
組
を
主
導
し

て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
農
業
情
勢
の
変
化
に

伴
い
平
成
二
九
年
に
は
理
事
を
二

名
増
や
し
、
う
ち
一
名
は
当
法
人

初
の
女
性
が
理
事
と
な
り
、水
稲
、

小
麦
な
ど
の
穀
類
と
は
別
に
園
芸

担
当
と
し
て
、
果
菜
類
の
積
極
的

導
入
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
た
に
機
械
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
運
営
担
当
理
事
も
新
設
し
、

農
業
機
械
の
安
全
管
理
、
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
を
利
用
し

た
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
に
向
け
た

検
討
も
開
始
し
、
合
理
化
・
高
品

質
化
の
推
進
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。

　
現
在
、
地
区
戸
数
が
減
少
し
て

い
る
中
で「
農
事
組
合
法
人
山
室
」

へ
参
画
し
て
い
る
農
家
は
全
戸
数

四
五
戸
の
う
ち
参
画
農
家
四
〇
戸

（
参
画
率
八
九
％
）、
耕
作
面
積
は

二
一
㌶（
集
積
率
五
四
％
）と
な
っ

て
お
り
、
地
域
農
業
の
担
い
手
と

し
て
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
組
織

と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑵
法
人
の
経
営
内
容

　
令
和
六
年
は
、
主
体
品
目
で
あ
る 

水
稲
の
栽
培
は
酒
米
が
一
、四
一
六
㌃ 

で
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
一
五
八
㌃
ほ
ど

で
す
が
、
酒
米
は
地
元
酒
造
会
社

と
の
契
約
栽
培
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
水
田
転
作
作
物
と
し
て

そ
ば
二
七
〇
㌃
、
収
益
性
向
上
の

た
め
の
園
芸
作
物
と
し
て
ジ
ュ
ー

ス
用
ト
マ
ト
一
二
㌃
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
四
二
㌃
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
二
二

㌃
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
作
業
受
託
と
し
て
は

水
稲
四
九
〇
㌃
と
乾
燥
調
製
を

四
一
、八
六
二
㌕
ほ
ど
受
託
し
て

お
り
、
そ
の
他
と
し
て
都
市
住
民

と
の
交
流
を
目
的
に
、
棚
田
オ
ー

ナ
ー
制
度
を
オ
ー
ナ
ー
四
九
戸
、

区
画
六
四
区
画
（
区
画
／
一
㌃
）

の
規
模
で
行
っ
て
い
ま
す
。
実
際

に
は
区
画
の
位
置
を
指
定
し
て
農

地
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
る
訳

で
は
な
く
、
一
㌃
分
の
玄
米
六
〇

㌕
を
米
オ
ー
ナ
ー
に
提
供
し
て
い

ま
す
。

農
業
経
営
の
特
徴

⑴
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
と 

ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入

　
環
境
負
荷
軽
減
と
経
済
性
を
両

立
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
水
稲
の

酒
米
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
そ
ば
蕎
等

土
地
利
用
型
の
品
目
に
つ
い
て
減

農
薬
・
一
部
無
農
薬
無
化
学
肥
料

に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
ス
マ
ー
ト
農

業
や
農
業
の
Ｄ
Ｘ
化
に
取
組
み
、

ド
ロ
ー
ン
、
自
動
給
水
栓
、
Ｒ
Ｃ

草
刈
機
、
Ｒ
Ｃ
水
田
抑
草
機
、
営

農
管
理
シ
ス
テ
ム
等
を
活
用
し
、

今
年
は
一
年
生
、
来
年
は
二
年
生

に
な
れ
る
農
業
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

⑵
女
性
農
業
者
の
活
躍
に
よ
る
営

農
の
推
進（
園
芸
品
目
の
導
入
等
）

　
法
人
設
立
時
か
ら
の
基
幹
品
目

は
土
地
利
用
型
作
物
の
水
稲
で
し

た
が
、
将
来
に
向
け
、
法
人
経
営

の
安
定
を
図
る
た
め
に
新
た
な
人

材
獲
得
と
収
益
性
が
見
込
め
る
果

菜
類
な
ど
の
園
芸
品
目
の
積
極
的

な
導
入
に
、
平
成
二
七
年
か
ら
取

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
園
芸
品
目
は
こ
れ
ま
で
の
経
営

品
目
と
違
い
、
き
め
細
か
な
作
業

を
行
う
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
機

械
主
体
の
作
業
で
は
な
く
手
作
業

が
多
く
、
初
め
て
の
方
で
も
取
組

み
易
い
品
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

女
性
を
中
心
に
、
積
極
的
な
推
進

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
二
八
年
に
は
女
性
会
員
の

発
案
で
始
め
た
ジ
ュ
ー
ス
用
ト
マ

ト
の
試
験
栽
培
の
管
理
を
担
っ
て

も
ら
い
、
条
件
不
利
地
に
お
い
て

も
安
定
し
た
生
産
量
が
見
込
め
る

こ
と
を
実
証
し
ま
し
た
。
ジ
ュ
ー

ス
用
ト
マ
ト
は
単
価
の
変
動
が
少

な
く
、
メ
ー
カ
ー
各
社
か
ら
増
産

の
要
望
も
強
い
こ
と
か
ら
、
そ
の

後
の
法
人
の
人
材
育
成
と
経
営
の

無農薬無化学肥料栽培の水田

スマート農業の活用
（水田自動給水栓）

地
域
住
民
が
自
発
的
に
立
ち
上
げ
た
集
落
営
農
組
織
に
よ
る

中
山
間
地
域
の
農
業
の
存
続
と
地
域
活
性
化
へ
の
取
組
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継
続
性
に
貢
献
す
る
重
要
品
目
と

な
っ
て
い
ま
す
。

⑶ 

都
市
住
民
と
の
交
流
事
業（
ふ

れ
あ
い
農
園
を
活
用
し
た
体
験
・

交
流
）

　
市
民
農
園
の
一
部
は
「
ふ
れ
あ

い
農
園
」
と
し
て
、
農
村
と
都
市

住
民
と
の
交
流
の
場
と
す
る
た
め

に
、
田
植
え
、
稲
刈
り
等
の
農
作

業
体
験
を
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画

し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
特
産
物
を
活
用
し
た
料

理
の
提
供
や
そ
ば
打
ち
体
験
も
含

め
た
昼
食
会
を
実
施
す
る
な
ど
、 

田
舎
な
ら
で
は
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー

を
用
意
し
、

田
舎
そ
の

も
の
を
都

市
住
民
に

提
供
す
る

「
田
舎
ビ

ジ
ネ
ス
」

の
展
開
を

図
っ
て
お

り
、
参
加

し
た
都
市

住
民
の
移
住
の
き
っ
か
け
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

⑷
地
域
ブ
ラ
ン
ド
確
立
へ
の
取
組

　
地
場
農
産
物
を
使
っ
た
六
次
産

業
化
へ
の
取
組
と
し
て
、
地
元
酒

販
店
で
組
織
す
る
「
高
遠
旨
い
酒

研
究
会
」
及
び
地
元
酒
蔵
と
連
携

し
、
地
酒
（
商
品
名
や
ま
む
ろ
）

作
り
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
当
法
人
は
、
標
高
九
〇
〇
㍍ 

以 

上
の
水
田
約
一
四
㌶
で
、
酒
米 

（
美
山
錦
・
山
恵
錦
・
ひ
と
ご
こ
ち
） 

を
減
農
薬
、
一
部
無
農
薬
無
化
学

肥
料
に
よ
り
栽
培
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
う
ち
の「
ひ
と
ご
こ
ち
」

を
原
料
米
と
し
て
地
元
酒
蔵
で
醸

造
さ
れ
る
こ
の
地
酒
は
、
地
産
地

消
へ
の
こ
だ
わ
り
か
ら
市
内
酒
店

の
み
の
販
売
と
し
て
い
ま
す
。

　
山
室
産
の
米
を
使
い
、
高
遠
の

蔵
元
で
醸
造
し
、
高
遠
の
酒
屋
だ

け
で
売
る
真
の
地
酒
と
し
て
の
価

値
が
評
価
さ

れ
、
人
気
も

高
く
、
ブ
ラ

ン
ド
化
・
消

費
拡
大
に
寄

与
し
て
い
ま

す
。

⑸
各
団
体
及
び
一
般
住
民
と
連
携

し
た
環
境
整
備

　
多
大
な
労
力
を
要
す
る
畦
畔
管

理
及
び
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
有
害
鳥
獣
防
止
柵
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
中
山
間
地
域
農
業
直
接

支
払
事
業
に
取
組
ん
で
い
る
山
室

集
落
協
定
、
地
域
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
作
業
賃
金

を
支
払
う
こ
と
で
当
組
合
員
以
外

の
一
般
地
域
住
民
の
皆
様
に
作
業

を
実
施
し

て
も
ら
う

な
ど
、
雇

用
の
場
を

提
供
し
な

が
ら
労
働

力
を
確
保

し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
整
備
を
地
域

全
体
の
協
働
作
業
と
し
て
取
組
む

こ
と
は
、
地
域
を
守
る
こ
と
の
必

要
性
、
人
々
の
支
え
合
い
・
協
働

の
精
神
を
醸
成
し
て
い
く
と
と
も

に
、
住
民
参
加
型
集
落
営
農
に
向

け
た
環
境
づ
く
り
に
も
寄
与
し
て

い
ま
す
。

⑹
新
た
な
担
い
手
確
保
・
育
成

　
Ｊ
Ａ
、
農
業
農
村
支
援
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、
新
規
就
農
研
修

生
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
て
い

ま
す
。
研
修
生
に
対
し
て
は
、
経

験
に
合
わ
せ
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
意
識
し
た
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
話
し
合
い
に
よ
り
組
み
立
て
、

目
標
を
明
確
に
す
る
な
ど
研
修
生

に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
研
修

生
は
、
研
修
後
、
地
区
内
に
定
住

し
収
益
が
見
込
め
や
す
い
野
菜
栽

培
で
独
立
就
農
し
た
り
、
当
組
合

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
法
人
の

中
核
を
担
う
な
ど
、
貴
重
な
農
業

の
後
継
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
以
外
に
正
業
が
あ

る
人
に
も
空
い
て
い
る
時
間
に
農

作
業
を
し
て
も
ら
う
誘
い
を
か
け

る
こ
と
で
、
農
作
業
を
副
業
と
し

て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
将
来

に
は
、
農
業
が
副
業
か
ら
専
業
に

な
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
こ
と
か

ら
、
地
域
農
業
の
担
い
手
候
補
と

し
て
も
、
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

⑴
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る
地
域
活
性

化
の
取
組

　
山
室
地
域
の
よ
う
な
中
山
間
地

域
で
は
、
農
業
の
担
い
手
の
高
齢

化
・
人
口
減
少
の
一
方
で
、
自
然

景
観
に
魅
せ
ら
れ
た
移
住
者
が
増

え
、
世
帯
の
入
れ
替
わ
り
が
進
み
、

個
別
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ

れ
る
な
ど
、
地
区
の
合
意
形
成
が

難
し
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
生
産
活
動
の
み
な

ら
ず
、
地
域
資
源
（
農
地
・
水
路

等
）
の
保
全
や
生
活
環
境
（
買
い

物
・
子
育
て
等
）
な
ど
、
農
村
の

集
落
維
持
に
必
要
な
機
能
の
弱
体

化
、
維
持
困
難
化
が
進
み
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
現
状
に
鑑
み
、
令
和

六
年
度
か
ら
そ
の
課
題
解
決
を
含

め
て
農
村
の
持
続
性
を
図
る
取
組

と
し
て
、
地
域
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
や
中
山
間
集
落
協
定
な
ど
農

業
者
を
母
体
と
し
た
組
織
と
、
自

治
会
、
地
域
社
会
福
祉
関
連
団
体

な
ど
多
様
な
地
域
の
関
係
者
が
連

携
し
て
協
議
会
を
設
立
し
、
農
用

地
保
全
、
資
源
活
用
や
生
活
支
援

等
を
推
進
す
る
「
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
」

の
取
組
を
、
当
組
合
が
中
核
メ
ン

バ
ー
と
し
て
参
画
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
現
在
は
地
域
内
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
で
広
く
意
見
を
求
め
作
成

し
た
地
域
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
基

づ
く
計
画
の
実
現
に
向
け
た
実
証

を
行
う
た
め
に
、
各
組
織
間
で
連

携
し
た
相
乗
効
果
を
発
揮
で
き
る

体
制
を
構
築
し
、
そ
の
組
織
の
推

進
役
と
し
て
取
組
ん
で
い
ま
す
。

⑵
目
指
す
べ
き
農
業
に
つ
い
て

　
（農）
山
室
が
考
え
る
目
指
す
べ
き

農
業
と
し
て
は
、
や
り
が
い
と
魅

力
が
あ
り
、
未
来
へ
の
希
望
が
持

て
る
農
業
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
皆

が
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
農
業

（
住
民
参
加
型
農
業
）、
安
定
性
・

継
続
性
を
優
先
す
る
農
業
（
適
地

適
作
・
獣
害
対
策
）、
環
境
変
化

に
適
応
で
き
る
農
業（
ス
マ
ー
ト
・

Ｄ
Ｘ
化
）
を
推
進
し
て
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
今
後
も
こ
れ
ら
の
手
段
を
意
識

し
な
が
ら
、
何
が
良
い
の
か
を
常

に
探
し
続
け
る
こ
と
が
、
目
指
す

農
業
に
向
け
た
終
わ
り
の
な
い
取

組
で
あ
る
と

（農）
山
室
の
代
表
理
事

で
あ
る
大
塚
氏
は
自
信
を
持
っ
て

語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　（�

担
い
手
・
農
地
部
会

　
　
　
　
　
事
務
局
長
　
砂
場
）

畦畔の草刈り

ジュース用トマトの収穫ふれあい農園での稲刈り

地酒「やまむろ」
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法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
、
長
野

県
知
事
か
ら
指
定
さ
れ
た
「
農

地
中
間
管
理
機
構
」
と
し
て
、

農
用
地
の
効
率
化
及
び
高
度
化

の
促
進
を
図
る
た
め
の
農
地
の

貸
借
及
び
売
買
を
行
う
、
営
利

を
目
的
と
し
な
い
公
益
法
人
で

す
。

　
こ
れ
ま
で
担
い
手
へ
の
農
地

集
積
な
ど
、
農
地
の
有
効
活
用

に
大
き
な
貢
献
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
令
和
七
年
に
設
立
五
五

周
年
を
記
念
し
て
記
念
式
典
を

開
催
し
、
そ
れ
に
伴
い
記
念
誌

の
発
行
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
過
去
に
も
記
念
式
典
と
し

て
、
平
成
一
二
年
に
設
立
三
〇

周
年
の
記
念
式
典
を
開
催
し
、

令
和
二
年
に
も
節
目
と
な
る

五
〇
周
年
記
念
式
典
を
計
画
し

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
等
に
よ
る
諸
情
勢

に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
延
期
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
社
会

情
勢
も
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す

中
で
、
令
和
七
年
に
五
五
周
年

記
念
式
典
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
小
林
安
男
理
事

長
か
ら
参
加
さ
れ
た
方
々
や
県

で
、
株
式
会
社
オ
ー
レ
ッ
ク
製

水
田
乗
用
除
草
機
「
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｎ
（
ウ
ィ
ー
ド
マ
ン
）」、

株
式
会
社
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｎ
製
自
動
抑
草
ロ
ボ
ッ
ト
「
ア

イ
ガ
モ
ロ
ボ
」、
株
式
会
社
ハ

タ
ケ
ホ
ッ
ト
ケ
製
抑
草
ロ
ボ
ッ

ト
「
ミ
ズ
ニ
ゴ
ー
ル
」
の
三
機

種
を
実
演
し
ま
し
た
。

　
作
業
手
順
や
管
理
上
の
ポ
イ

ン
ト
、
導
入
時
の
留
意
点
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
行
う
と
と
も

に
、
参
加
者
同
士
に
よ
る
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
除
草
剤
を
使
用

し
な
い
場
合
に
は
、
多
大
な
労

力
を
要
す
る
手
作
業
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
株
間
除
草

を
、
機
械
が
効
率
的
か
つ
安
定

し
て
行
う
様
子
に
、
参
加
者

か
ら
は
驚
き
の
声
が
上
が
り
、 

「
作
業
負
担
が
大
き
く
軽
減
さ

れ
そ
う
」「
実
際
の
動
き
を
確

認
で
き
、
導
入
後
の
営
農
イ

メ
ー
ジ
が
具
体
化
し
た
」
と

い
っ
た
感
想
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。

　
実
際
に
機
械
が
稼
働
す
る
様

子
を
目
に
す
る
こ
と
で
、
環
境

に
や
さ
し
い
農
業
技
術
の
実
用

　
令
和
三
年
に
国
は
食
料
シ
ス

テ
ム
全
体
で
環
境
へ
の
負
荷
を

減
ら
し
、
持
続
可
能
な
食
料
供

給
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
」
を
政
策
と
し
て
示
し

ま
し
た
。
県
は
そ
の
方
針
を
反

映
し
て
「
第
四
期
長
野
県
食
と

農
業
農
村
振
興
計
画
」
を
策
定

し
て
お
り
、
松
本
農
業
農
村
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
環
境
負
荷
の

低
減
と
生
産
性
の
両
立
を
目
指

し
た
持
続
可
能
な
農
畜
産
物
の

推
進
を
行
う
た
め
、
技
術
導
入

や
情
報
提
供
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
水
稲
分
野
で
は
、
農
薬
使
用

量
の
低
減
を
進
め
よ
う
と
し
た

時
、
特
に
雑
草
防
除
対
策
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
田
植
え
活
着
後
か
ら

約
一
か
月
間
に
お
け
る
水
稲
除

草
剤
の
使
用
削
減
と
安
定
し
た

雑
草
管
理
を
目
的
と
し
て
、
乗

用
タ
イ
プ
の
除
草
機
及
び
自
動

航
行
型
の
抑
草
ロ
ボ
ッ
ト
の
実

用
性
に
つ
い
て
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
安
曇
野
市
の
法
人
Ａ
の

協
力
を
得
て
、
現
地
で
の
効
果

試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
成
果
や
作
業
実
態
を
多
く
の

関
係
者
と
共
有
す
る
た
め
、
六

月
一
八
日
に
実
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
行
政
、
農
協

関
係
者
の
ほ
か
、
環
境
に
や
さ

し
い
農
業
へ
の
新
た
な
取
組

を
検
討
し
て
い
る
生
産
者
や
、

二
〇
年
以
上
水
稲
有
機
栽
培
を

実
践
し
て
い
る
生
産
者
な
ど
、

幅
広
い
立
場
の
約
六
〇
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
三
〇
㌃
区
画
の
水
田
三
筆

水田乗用除草機及び
自動抑草ロボット実演会の様子

未
来
の
田
ん
ぼ
仕
事
を

実
感
！
乗
用
除
草
機
＆

自
動
抑
草
ロ
ボ
ッ
ト
の

実
演
会
を
開
催

長
野
県
農
業
開
発
公

社
設
立
五
五
周
年
記

念
式
典
の
開
催

性
や
省
力
化
効
果
を
よ
り
現
実

的
に
捉
え
て
い
た
だ
け
る
実
演

会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
と
ス

マ
ー
ト
農
業
の
両
面
か
ら
、
有

用
な
農
機
と
生
産
現
場
を
つ
な

ぐ
支
援
を
行
い
、
地
域
水
稲
農

業
の
持
続
的
な
発
展
に
寄
与
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
　（�

松
本
農
業
農
村
支
援

セ
ン
タ
ー
）

　
長
野
県
農
業
開
発
公
社
は
昭

和
四
五
年
六
月
二
日
に
旧
民
法
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農
政
部
、
農
業
関
係
団
体
の
皆

様
の
ご
支
援
に
対
す
る
感
謝
の

こ
と
ば
と
、
当
公
社
評
議
員
で

あ
る
村
山
一
善
長
野
県
農
政
部

長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
こ
れ
ま
で
の
五
五
年
間

の
主
な
出
来
事
や
事
業
実
績
に

つ
い
て
、
記
録
写
真
等
を
利
用

し
た
ス
ラ
イ
ド
で
上
映
し
、
現

在
ま
で
の
経
過
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
常
勤
理

事
長
や
長
年
勤
務
さ
れ
た
Ｏ
Ｂ

職
員
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
公
社
と
し
て
関
っ
た
業
務
に

つ
い
て
の
講
話
が
あ
り
、
農
業

開
発
公
社
の
業
績
を
改
め
て
認

識
す
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
で
は
、
四
半
世
紀
ぶ
り
に

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」

が
改
正
さ
れ
、
そ
の
中
で
も
人

と
農
地
の
確
保
に
つ
い
て
は
重

要
項
目
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
、
市
町
村
が
策
定
す
る
「
地

域
計
画
」
に
沿
っ
て
当
公
社
が

貸
借
や
売
買
の
中
心
と
な
っ

て
、
具
体
的
に
実
践
す
る
役
割

を
受
け
持
つ
こ
と
と
な
り
ま

す
。
今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い

て
は
、
今
ま
で
以
上
に
農
地
の

１　
農
福
連
携
と
は

　
本
県
で
は
、
福
祉
分
野
と
連

携
し
、
障
が
い
の
あ
る
方
に
農

業
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て

農
業
と
福
祉
の
連
携
を

考
え
る
「
ノ
ウ
フ
ク
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

も
ら
う
「
農
福
連
携
」
の
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
組
に
よ
り
、
農
業
の

新
た
な
働
き
手
の
確
保
や
生
産

の
拡
大
に
加
え
、
障
が
い
の
あ

る
方
の
働
く
場
の
確
保
や
賃

金
・
工
賃
の
向
上
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

２　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

　
農
福
連
携
の
意
義
を
広
く
発

信
し
、
取
組
を
さ
ら
に
広
げ
る

こ
と
を
目
的
に
、
令
和
七
年

一
一
月
二
九
日
（
ノ
ウ
フ
ク
の

日
）
に
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
須
坂

に
お
い
て
「
ノ
ウ
フ
ク
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
～
農
福
連
携
で
と
も

に
育
て
る
“
う
れ
し
い 

お
い

し
い 

み
ん
な
し
あ
わ
せ
”
～
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
行
い
、
行

政
の
立
場
で
関
昇
一
郎
県
副
知

事
が
登
壇
し
た
ほ
か
、農
業
者
、

障
が
い
者
の
就
労
支
援
を
行
う

事
業
者
、
中
小
企
業
支
援
や
宣

伝
広
告
の
専
門
家
が
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
登
壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
、
農
福
連
携
の
意

義
や
現
状
、
今
後
の
展
望
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

設立五五周年の記念式典のようす

シンポジウムの録画は
こちらからご覧いただ
けます

●
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
話
し

合
わ
れ
た
テ
ー
マ

・�

ノ
ウ
フ
ク
連
携
の
意
義
と
地

域
に
お
け
る
役
割

・�

成
功
事
例
に
学
ぶ
　
現
場
の

取
組
と
成
果
／
現
場
で
の
業

務
設
計
と
配
慮

・�

認
知
の
拡
大
と
広
報
戦
略（
県

民
に
届
け
る
に
は
）

・�

収
益
化
と
持
続
可
能
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
構
築

・�

協
働
の
た
め
に
～
連
携
体
制

づ
く
り
と
今
後
の
支
援
～

　
会
場
に
集
ま
っ
た
五
〇
名
ほ

ど
の
参
加
者
の
中
に
は
、
農

福
連
携
に
取
り
組
む
農
業
者

や
、
障
が
い
者
就
労
施
設
を
利

用
し
、
農
業
法
人
に
お
い
て
農

作
業
に
携
わ
っ
て
い
る
方
も
お

り
、
客
席
か
ら
も
リ
ア
ル
な
感

集
積
・
集
約
化
の
中
心
的
役
割

を
果
た
す
べ
く
国
、
県
、
市
町

村
、
関
係
団
体
等
の
ご
支
援
ご

協
力
を
得
な
が
ら
事
業
実
施
す

る
こ
と
を
約
束
し
、
式
典
を
終

了
し
ま
し
た
。

（
長
野
県
農
業
開
発
公
社
）

想
や
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
認
知
度
の
低
い

「
ノ
ウ
フ
ク
」
と
い
う
言
葉
や

取
組
に
つ
い
て
、
様
々
な
観
点

か
ら
深
く
考
え
る
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

３　
「
ノ
ウ
フ
ク
マ
ル
シ
ェ
」

を
同
時
開
催

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
須
坂
内
の
別

会
場
に
お
い
て
、マ
ル
シ
ェ（
販

売
会
）を
同
時
開
催
し
ま
し
た
。

　
農
福
連
携
に
よ
り
つ
く
ら
れ

た
農
産
物
を
材
料
に
し
た
お
菓

子
や
、
野
菜
・
果
物
な
ど
が
販

売
さ
れ
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
を
訪

れ
た
お
客
さ
ん
が
立
ち
寄
っ
て

商
品
を
購
入
し
て
い
ま
し
た
。

４　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子
を

動
画
で
公
開
中

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
今
回

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
録
画
を
公

開
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

（
長
野
県
農
政
部
農
村
振
興
課
）

シンポジウムの様子



６

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
）
に
つ
い
て

●
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
と
は

　

消
費
税
の
課
税
対
象
事
業
者

は
、
消
費
税
の
仕
入
れ
税
額
控

除
を
行
う
た
め
に
、
仕
入
れ
先

か
ら
税
率
ご
と
の
消
費
税
額
や

事
業
者
登
録
番
号
な
ど
、
一
定

の
事
項
が
記
載
さ
れ
た
区
分
記

載
請
求
書
や
納
品
書
な
ど
の
適

格
請
求
書
（
以
下
、
イ
ン
ボ
イ

ス
）
の
発
行
を
受
け
、
こ
れ
を

帳
簿
へ
記
帳
、
保
存
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。（
表
）

　

ま
た
、
農
産
物
等
の
販
売
先

で
あ
る
課
税
対
象
事
業
者
か
ら

求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
イ
ン
ボ

イ
ス
発
行
の
義
務
を
負
う
と
い

う
も
の
で
す
。

農
業
者
へ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
影
響

●
販
売
先
へ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
の

発
行
に
つ
い
て

　

今
回
の
制
度
で
は
、
直
売
所

や
相
対
で
の
取
引
な
ど
で
販
売

先
か
ら
発
行
を
求
め
ら
れ
た
際
、

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
（
消

費
税
課
税
対
象
事
業
者
）
は
イ

ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
消
費
者
や
免
税
業
者
、

消
費
税
課
税
対
象
事
業
者
で
あ

っ
て
も
簡
易
課
税
を
選
択
し
て

い
る
者
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
の
発

行
を
求
め
ら
れ
て
も
発
行
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

卸
売
市
場
や
農
協
等
が
生
産

者
か
ら
委
託
を
受
け
て
行
う
農

林
水
産
品
の
販
売
に
つ
い
て
は
、

生
産
者
の
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
義

務
は
免
除
さ
れ
、
生
産
者
の
代

わ
り
に
卸
売
市
場
や
農
協
等
が

イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
し
ま
す
。

　

自
身
が
消
費
税
の
免
税
業
者

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登

録
申
請
を
し
て
い
な
い
場
合
、

相
手
の
求
め
に
対
し
て
イ
ン
ボ

イ
ス
が
発
行
で
き
な
い
た
め
、

そ
れ
を
理
由
に
取
引
が
成
立
し

な
い
、
或
い
は
取
引
相
手
か
ら

控
除
出
来
な
く
な
る
消
費
税
額

相
当
の
値
引
き
を
要
求
さ
れ
る

こ
と
な
ど
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
制
度
の
円
滑
な
移

行
の
た
め
、
免
税
事
業
者
か
ら

の
仕
入
れ
に
つ
い
て
、
制
度
導

入
後
の
三
年
間
は
仕
入
税
額
の

八
〇
㌫
、
そ
の
後
の
三
年
間
は

仕
入
税
額
の
五
〇
㌫
を
控
除
で

き
る
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

消
費
税
の
免
税
業
者
で
も
税

務
署
に
登
録
申
請
を
行
え
ば
、

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
に
な

れ
ま
す
が
、
同
時
に
消
費
税
課

税
対
象
者
に
な
る
た
め
、
販
売

面
で
の
メ
リ
ッ
ト
、
税
制
面
で

の
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
総
合
的
に

判
断
し
て
下
さ
い
。

　

登
録
申
請
書
は
昨
年
の
十
月

一
日
か
ら
税
務
署
へ
の
提
出
が

可
能
で
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が

始
ま
る
令
和
五
年
十
月
一
日
か

ら
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
た

め
に
は
、
令
和
五
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
登
録
申
請
手
続
き

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
農
事
組
合
法
人
の
従
事
分
量

配
当
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

農
事
組
合
法
人
に
お
い
て
組

合
員
に
支
払
う
従
事
分
量
配
当

は
、
消
費
税
の
課
税
仕
入
れ
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

今
度
の
制
度
導
入
に
お
い
て
、

現
状
で
配
当
が
支
払
わ
れ
る
組

合
員
の
多
く
が
免
税
業
者
＝
イ

ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
で
は
な

い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

従
事
分
量
配
当
額
が
仕
入
れ
額

控
除
の
対
象
と
な
ら
ず
、
消
費

税
負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と
が

危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

経
過
措
置
に
よ
る
激
変
緩
和

措
置
が
あ
り
ま
す
が
、
消
費
税

課
税
売
上
高
が
一
, 〇
〇
〇
万

円
以
上
の
課
税
対
象
事
業
者
で

あ
る
集
落
営
農
法
人
に
お
い
て

は
、
組
織
の
経
営
、
運
営
に
つ

い
て
検
討
が
必
要
で
す
。

●
消
費
税
の
免
税
事
業
者
（
農

家
）か
ら
委
託
販
売
を
受
け
る
農

業
法
人
な
ど
の
場
合
に
つ
い
て

　

近
隣
の
農
家
な
ど
か
ら
農
産

物
を
仕
入
れ
て
委
託
販
売
す
る

経
営
形
態
は
、
農
業
法
人
や
経

営
規
模
の
大
き
い
農
業
事
業
者

な
ど
で
よ
く
見
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
こ
の
場
合
で
も
、
仕

入
れ
先
が
消
費
税
の
免
税
業
者

で
あ
る
場
合
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の

発
行
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
そ
の
仕
入
れ
額
は
控

除
の
対
象
と
な
ら
ず
、
や
は
り
、

消
費
税
の
課
税
負
担
が
大
き
く

な
り
ま
す
。

ま
と
め

●
二
回
に
わ
た
り
解
説
し
ま
し

た
消
費
税
の
軽
減
税
率
導
入
及

び
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で
す
が
、

税
申
告
や
農
産
物
の
販
売
、
集

落
営
農
組
織
の 
従
事
分
量
配

当
及
び
農
産
物
の
仕
入
れ
販
売

な
ど
、
農
業
経
営
に
対
す
る
影

響
が
多
岐
に
及
ぶ
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
の
で
、
ま
ず
、
制
度

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
自
分

の
農
業
経
営
へ
の
影
響
に
つ
い

て
十
分
検
討
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

農業経営セミナー

帳簿の記載事項インボイスの記載事項

①　課税仕入れの相手方の氏名又は名称
②　取引年月日
③　取引内容
④　対価の額
⑤　軽減税率の対象品目である旨

①　請求書発行者の氏名又は名称
②　取引年月日
③　取引の内容
④　対価の額（税込）
⑤　軽減税率の対象品目である旨
⑥　登録番号
⑦　税率ごとの消費税額及び適用税率
請求書受領者の氏名又は名称※
※不特定多数の者に対して販売等を行う小売業、飲食店業

等に係る取引については、記載を省略できます。

農
業
経
営
に
お
け
る
軽
減
税
率
と
適
格
請
求
書
等

 

保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
影
響

 

長
野
県
農
政
部
農
業
技
術
課 

副
主
任
専
門
技
術
員　

高
橋　

達
男

表　インボイスと帳簿の記載事項

農業経営セミナー
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農
業
者
の
経
営
継
承
に
つ
い
て

　
～
親
子
間
の
継
承
～

長
野
県
農
政
部
農
業
技
術
課
　
副
主
任
専
門
技
術
員
　
相
田
　
み
さ
き

　
農
業
経
営
の
継
承
は
、
目
に

見
え
る
「
農
地
・
機
械
・
設
備

等
」
だ
け
で
な
く
、
目
に
見
え

な
い
「
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
人

脈
等
」
を
次
の
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
令
和
二
年
度
に
実
施
さ
れ

た
「
農
業
経
営
の
継
承
に
関
す

る
意
識
・
意
向
調
査
（
農
林

水
産
省
）」
に
よ
る
と
、
六
〇

歳
代
の
経
営
主
の
う
ち
、
経

営
継
承
の
意
向
が
あ
る
の
は

五
七
・
四
％
、
そ
の
う
ち
後
継

者
が
い
る
と
回
答
し
た
の
は

八
〇
・
一
％
で
し
た
。
そ
の
後

継
者
の
属
性
で
は
「
子
」
の
割

合
が
一
番
高
く
、
九
六
・
四
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
親
族
以
外
の
第
三
者
へ
の
継

承
も
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
事
例
と
し
て
最
も
多
い
親

子
間
で
の
経
営
継
承
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

１　

準
備
段
階
～
継
承
に

向
け
た
第
一
歩
～

　
準
備
段
階
で
よ
く
話
合
う
こ

と
が
円
滑
な
経
営
継
承
に
は
必

要
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
技
術

の
継
承
も
含
め
た
場
合
、
五
～

一
〇
年
単
位
の
時
間
が
必
要
と

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

余
裕
を
も
っ
て
取
組
み
ま
し
ょ

う
。

　
準
備
段
階
で
話
合
い
が
必
要

な
こ
と
は
概
ね
次
の
事
項
で
す
。

○
経
営
継
承
は
必
要
か

　
誰
か
の
独
断
で
は
な
く
、
家

族
を
含
め
た
関
係
者
で
継
承
の

是
非
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
仮

に
継
承
し
な
い
場
合
、
離
農
後

の
農
地
を
ど
う
す
る
か
、
地
域

計
画
を
含
め
て
考
え
る
こ
と
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

○
誰
が
後
継
者
に
な
る
か

　
本
人
の
意
向
は
も
ち
ろ
ん
、

兄
弟
姉
妹
が
い
る
場
合
は
そ
れ

ぞ
れ
の
考
え
も
確
認
し
、
了
解

を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
経
営
の
継
承
＝

家
の
継
承
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
宅
や
農
業
関
係
以
外
の
資
産

は
ど
う
す
る
の
か
を
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
話
し
て
お
く
こ
と
で

以
後
の
話
合
い
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
り
ま
す
。

○
経
営
状
況
や
資
産
を
把
握
す
る

　
決
算
書
等
を
利
用
し
て
、
経

営
や
資
産
の
状
況
を
共
有
し
ま

し
ょ
う
。

　
合
わ
せ
て
、
経
営
理
念
や
ビ

ジ
ョ
ン
を
話
し
合
う
こ
と
で
、

今
ま
で
の
経
営
を
土
台
と
し
た

新
た
な
経
営
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
用
機
械
や
建
物

等
の
名
義
を
確
認
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
親
子
間
で
あ
っ
て

も
資
産
の
売
買
に
は
消
費
税
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
無

償
譲
渡
の
場
合
は
贈
与
税
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
補
助
金
を
利
用
し
て

導
入
し
た
機
械
設
備
等
の
譲
渡

に
は
補
助
金
返
還
と
な
る
場
合

も
あ
る
の
で
、必
要
に
応
じ
て
、

行
政
機
関
や
税
理
士
等
の
専
門

家
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

２　

計
画
段
階
～
具
体
的

な
計
画
を
た
て
る
～

　
経
営
継
承
を
決
め
て
も
、
具

体
的
な
時
期
が
決
ま
っ
て
い
な

い
と
先
延
ば
し
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
経
営
継
承

の
時
期
を
「
現
在
の
経
営
者
が

○
歳
に
な
っ
た
時
」「
今
か
ら

○
年
後
」
と
明
確
に
決
め
、
そ

れ
ま
で
に
何
を
す
る
か
の
継
承

計
画
を
立
て
ま
す
。

　
計
画
の
内
容
と
し
て
は
、
継

承
予
定
日
ま
で
の
中
期
的
な
事

業
計
画
、
現
在
の
経
営
者
や
後

継
者
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
や
事
業

継
承
の
予
定
、
資
産
の
譲
渡
方

法
、
後
継
者
の
育
成
等
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
状
態

に
合
わ
せ
た
計
画
を
立
て
、
文

書
と
し
て
残
し
て
お
く
こ
と

で
、
関
係
者
全
員
で
計
画
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

図　経営継承のイメージ

３　

実
行
段
階
～
計
画
を

実
行
し
よ
う
～

　
継
承
予
定
日
に
向
け
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
項
目
を
計
画
に
基
づ

き
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
定
期
的
に
、
現
在
の
経
営
者

と
後
継
者
で
進
捗
状
況
を
確
認

し
、
計
画
ど
お
り
に
進
ま
な
い

内
容
が
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
原

因
と
対
策
を
考
え
て
計
画
を
修

正
し
、
実
行
を
繰
り
返
し
て
い

き
ま
す
。

　
な
お
、
経
営
継
承
が
で
き
れ

ば
全
て
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。関
係
者
で
話
合
い
を
続
け
、

経
営
継
承
後
の
親
と
の
役
割
分

担
等
に
つ
い
て
意
識
を
共
有
す

る
こ
と
が
さ
ら
な
る
経
営
発
展

に
つ
な
が
り
ま
す
。

徹底的な話し合い

継承時期の決定
継承までに何をするかを計画
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援 の 窓支

地域計画のブラッシュアップ・実践等に活用できる支援策について

　本県では、令和７年３月末までに 77 市町村で 444 の地域計画が策定されました。地域計画は策定する

ことがゴールではなく、継続的な話し合い・見直しにより完成度を高めること（ブラッシュアップ）、そし

て計画実現に向けて行動に移すことが肝要です。

　本稿では、地域計画のブラッシュアップや実現に向けた取組に活用できる支援施策を紹介します。

　※Ｒ８. １時点の情報を基に作成しており、今後の国の予算成立を踏まえ、内容の変更があり得ます。

１　目標地図に沿った農地利用・保全・集約を推進

事業名・施策名 概　要
対象者・ 

事業実施主体

中山間地域等直接支払交付
金

中山間地域等において、地域の農業者等が農用地を維持・
管理していくための協定を締結し、農業生産活動を維持
していく取組を支援します。

農業者等

最適土地利用総合対策 地域ぐるみの話し合いにより土地利用構想の策定や、構
想に基づく各種取り組みを総合的に支援します。

市町村、地域協
議会等

農地利用最適化推進事業の
うち地域計画の実現を通じ
た農地の集約化の推進のた
めの支援事業

地域計画のブラッシュアップ・実現に向けた農地所有者
等の意向把握、現況地図・目標地図の素案作成、利用権
設定等に向けた調整、地域の話し合いの会議開催等の活
動に係る経費を支援します。

市町村、農業委
員会、土地改良
区、ＪＡ、民間
団体等

２　地域計画の実現に向けた産地づくりを推進

事業名・施策名 概　要
対象者・ 

事業実施主体

地域農業構造転換支援事業 地域の中核となって、農地を引き受ける担い手が経営改
善に取り組む場合に必要な農業用機械・施設の導入を支
援します。

地域計画に位置
付けられた担い
手

新基本計画実装・農業構造
転換支援事業

老朽化が進む地域農業を支える共同利用施設の再編集
約・合理化に取り組む産地に対して支援します。

市町村、農業者
の組織する団体
等

強い農業づくり総合支援交
付金

産地農業において中⼼的な役割を果たしている農業法⼈
や農業者団体等による集出荷貯蔵施設等の産地の基幹施
設の整備を⽀援します。

市町村、農業者
の組織する団体
等

産地生産基盤パワーアップ
事業

収益⼒強化に計画的に取り組む産地に対し、農業者等が
⾏う⾼性能な機械・施設の導⼊や栽培体系の転換等に対
して総合的に⽀援します。

地域農業再生協
議会
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果樹経営支援対策事業 産地計画に基づき、果樹の優良品目・品種への転換、省
力樹形の導入、園地整備などの取組を支援します。

産地協議会

スマート農業・農業支援
サービス事業導入総合サ
ポート緊急対策

農作業受託等を行う農業支援サービス事業者の育成や活
動の促進、スマート農業技術の現地導入とその効果を高
める栽培体系への転換等の取組を総合的に支援します。

農業支援サービ
ス事業者

農業農村整備事業 地域計画を踏まえ、担い手への農地の集積・集約化を進
めるための区画の拡大、水管理の省力化等の基盤整備を
支援します。

県、市町村、農
業者等

３　地域計画に位置付けられた担い手の経営発展を推進

事業名・施策名 概　要
対象者・ 

事業実施主体

就農準備・経営開始支援事
業

新たに経営を開始する 49 歳以下の者に対し、早期の経
営確立を支援する資金を交付します。

新規就農者等

新規就農者チャレンジ事業 認定新規就農者（65 歳未満）に対し、経営ステージに応
じた農業用機械・施設の導入等を支援します。

新規就農者

新規就農者誘致環境整備事
業（スマート農業導入就農
型）

スマート農業技術を導入した実践的な研修農場の整備
や、そのための体制整備を支援します。

市町村、地域協
議会等

雇用体制強化事業（働きや
すい環境づくりコース・産
地間連携等推進コース）

雇用による人材獲得・定着を図るために、働きやすい環
境づくりや他産地・他産業との連携による労働力確保等
を支援します。

地域協議会等

◎事業の活用にあたって～市町村へのお願い～

　地域計画と関連づけられた補助事業の活用に当たっては、地域の話し合いを踏まえて合意形成を図った

上で、必要に応じて地域計画や目標地図の見直しを実施いただくようお願いします。

　なお、地域計画と関連づけられた補助事業の一覧については、農林水産省 HP でも公開されています。

（https://www.maff.go.jp/j/keiei/koukai/chiiki_keikaku.html）

◎事業の活用にあたって～農業者の皆様へのお願い～

　「規模拡大のため農地の集約化を進めたい」「経営発展のため機械・施設を整備したい」等、地域計画の

実現に繋がる取組の希望がある場合は、市町村農政担当課へまずはご相談ください。相談内容によっては、

あらかじめ地域の話し合いによる合意形成や地域計画の変更手続き、県や国への事前協議等が必要となる

場合もありますので、スケジュールに余裕を持って準備を始めましょう。

（長野県農政部農村振興課）


